
２０２４年４月１０日 

宮城県よろず支援拠点 

 

衣はサクサク、中はプリプリ！松島観光を楽しむ 

松島の笹かまを使った、食べ歩きグルメの新商品 

「松島笹かまドッグ」を新発売します。 

 

 この度、松島観光写真㈱（松島町・代表取締役 庄司義謙・５７歳）は、松島の新たな名物となる新商品

「松島笹かまドッグ」（価格 550円（税込み））を、令和６年４月２２日に、新発売いたします。 

販売場所は、当社で運営する松島五大堂がすぐ目の前の食べ歩きグルメスポット「げんぞう」です。

本商品は、観光客のみなさまが松島で簡単に食べ歩きでる新商品として開発しました。 

かまぼこは、日本三景松島の笹かまぼこ松島蒲鉾本舗（松かま）のかまぼこを使用。周りをホットドッ

グの衣で包み、オーダーを受けてから揚げるのでアツアツ。食べる際はお好みで、ケチャップ、マスター

ド、ソース、マヨネーズをトッピングでき、お客様が自由に楽しむことが出来ます。 

衣はサクサク、笹かまはプリプリの食感で、松島観光を楽しくする食べ歩きグルメの一品になれば

と思っております。ぜひ取材の程宜しくお願い致します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

笹かまドッグのタペストリー                      笹かまドッグの断面 

 

■新メニューのコンセプト 

インバウンド需要の取り込みを図るため、海外の観光客にもなじみがあり、かつ松島らしさをダイレ

クトに感じられる商品として開発。アメリカのコーンドッグや、韓国のハットク、台湾ドッグなど外国

プレスリリース 
報道関係者各位 

中はプリプリ 
「松かま」の笹かま 

外はサクサク 
オリジナル配合の衣 



人になじみがある商品ながら、食材は松島の笹かまを使用し、トッピングでお好み焼き風など和テイ

ストにもできるよう工夫しました。 

 

■ターゲット 

松島に観光に訪れる国内・国外の観光客に、松島を感じられる食べ歩きフードとしてご提供します。 

 

■松島笹かまドッグの開発秘話 

当社は松島五大堂の目の前で運営するグルメスポット

「げんぞう」を運営しています。コロナ禍で観光客が激減し

た際、当社は何をすべきか悩んでいました。 

今後はイートインではなく食べ歩きが観光の主流になる

ことを見越し、新しい新商品を模索。商品開発では、国が運

営する無料の経営相談所である、宮城県よろず支援拠点に

相談をしました。 

開発では、笹かまの味を活かしつつ、バリエーションを増

やせないか、チーズやソーセージなどの具材も併せて試行錯誤しました。笹かまドッグの衣については、

米粉・薄力粉・中力粉・塩砂糖水の分量、具材、串の形状など様々な配合を試し試作を重ねました。試

作は半年にわたり計５０回以上。やっと求める食感と味にたどり着きました。 

 

■新メニューの概要 

商品名 松島笹かまドッグ 

特徴 松かまの笹かまぼこを衣に包んだ、オーダーで揚げたてのサクプリ食感の新名物。 

発売日 令和６年４月２２日 

販売価格 550円（税込み） 

 

■宮城県よろず支援拠点について 

 当拠点は中小企業庁が設置した無料の経営相談所です。月間 320 件以上の経営相談に当たり、ポ

ストコロナに向けた事業者の売上回復や経営改善の相談を継続しています。 

【支援を担当した主なコーディネーター】 遠藤 さゆり（えんどう さゆり） 

メニュー企画・開発、フードスタイリング、写真撮影の支援を担当。 

 

■資料に関してのお問い合わせ先 

松島観光写真株式会社   担当：庄司義謙  電話：０９０－８７８１－５４５２ 

E-Mail： mpk_ys@yahoo.co.jp  Webサイト： https://genzou-kaki.com/ 

住所：〒981-0213 宮城県宮城郡松島町松島町内１１０松（五大堂入口前） 


